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魚沼市は、平成 16(2004)年 11 月 1 日に堀之内町、小出町、湯之谷村、広神村、守

門村、入広瀬村の 6町村が合併して誕生し、令和 6(2024)年度に市制施行 20 周年とい

う節目の年を迎えることができました。そこで本年度、この記念すべき年を市民の皆

様とともに祝い、さらなる発展へとつなげるべく、「魚沼市制施行 20 周年記念事業」

を実施してまいりました。

本事業では本市の発展に貢献した先人たちの功績に感謝するとともに、新たに希望

あふれる未来へと向かう契機となること、また 20 歳になった本市の姿や魅力を市内

外に発信し、市民、団体、行政が一体となって事業を進め、郷土愛の醸成を図ること

を目的に、記念式典をはじめ、様々な事業やイベントを開催いたしました。

これらの催しには、市内外から多くの方々にご参加いただき、本市の魅力を再認識

するとともに、地域の活力を感じていただける貴重な機会となりました。

この報告書は、魚沼市制施行 20 周年記念事業の実施にあたり、その経過や実績、

成果等についてまとめたものです。

この 20 年間、私たちは幾多の困難を乗り越えながら、地域の発展と市民の皆様の

暮らしの向上に努めてまいりました。今日の魚沼市があるのは、ひとえに市民の皆様

のご理解とご協力、そして関係者の皆様のご支援の賜物であります。

これからの魚沼市が、より魅力あるまちとして発展し、次の 30 年、50 年へと歩ん

でいけるよう、今後も市民の皆様と力を合わせ、未来へ向けたまちづくりに取り組ん

でまいりますので、引き続きご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。

はじめに
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【市制施行 20 周年 PR 用ロゴマーク】

20 周年を迎える魚沼市が越後三山の

ふもとに位置していることから、越後三

山のシルエットを背景に｢20｣と魚沼市制

施行 20 周年の文字をレイアウトしまし

た。

また、｢20｣の｢0｣を稲で描き、稲の輪が

根から穂、そして穂から根に繋がり、魚

沼市がこれからも続いていくようにとい

う願いを込めたデザインとしました。
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１ 事業の目的

本市が合併により誕生してから、令和 6(2024)年度で 20 周年を迎えることを機に、

市制施行 20 周年記念式典をはじめとした、様々な記念事業やイベント等を開催する

ことで市を挙げて祝い、本市の発展に貢献した先人たちの功績に感謝するとともに、

新たに希望あふれる未来へと向かう契機となること、また 20 歳になった本市の姿や

魅力を市内外に発信し、市民、団体、行政が一体となって事業を進め、郷土愛の醸成

を図ることを目的に実施したものです。

２ 事業の内容

（１）記念式典

本市が誕生した 11 月 1 日に、市内外から多くの方をお招きし、本市の歩んでき

た経過を報告するとともに、20 周年を迎えられたことを祝いました。

（２）記念事業

本市が 20 周年を迎えることを市内外に広め、市民全体で祝うにふさわしい事

業を企画し、市が主催又は共催して実施しました。

（３）シティプロモーション事業

本市が 20 周年を迎えること、関越道小出 IC を魚沼 IC に名称変更することか

ら、本市のプロモーション及び IC の名称変更を市内外に周知することで本市へ

の観光誘客の増加と産業の発展を目指すことを目的として実施しました。

（４）インターチェンジ名称変更事業

本市の位置を広く示すことで、案内対応力の向上や情報発信力を強化し、本市

の更なる経済活動活性化や地域振興を図ることを目的として、関越道小出 IC の

名称を魚沼 IC に変更しました。

（５）広報・ＰＲの取組

本市の市制施行 20 周年を広く PR することを目的として、懸垂幕、のぼり旗、

記念グッズ等を作成し、記念事業や市民イベントに活用しました。

（６）市民イベント

市民団体等が主催するまちの力や魅力を発信するイベントを対象に、「魚沼市

制施行 20 周年記念」の冠をつけて実施しました。

３ 事業実施期間

令和 6年 4月 1日から令和 7年 3月 31 日まで

事業の目的と内容
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１ 市制施行 20周年記念式典

（１）日 時 令和 6年 11 月 1 日(金) 開式：14 時 00 分 閉式：16 時 45 分

（２）会 場 魚沼市響きの森文化会館大ホール（旧小出郷文化会館）

（３）概 要

【第１部】 １ 開式の辞 魚沼市副市長 櫻 井 雅 人

２ 式 辞 魚沼市長 内 田 幹 夫

３ 挨 拶 魚沼市議会議長 森 島 守 人 様

４ 祝 辞 新潟県知事 花 角 英 世 様

衆議院議員 梅 谷 守 様

新潟県議会議長 皆 川 雄 二 様

足立区長 近藤やよい 様

５ 来賓紹介

６ 祝電披露

７ 竣工事業報告・感謝状贈呈

平成 27 年 3 月竣工 魚沼市立小出病院

平成 27 年 11 月竣工 魚沼市斎場

平成 28 年 7 月竣工 魚沼市すもんこども園

平成 29 年 3 月竣工 魚沼市立湯之谷小学校

令和 2 年 3 月竣工 魚沼市役所本庁舎

８ 魚沼市ＰＲアンバサダー委嘱

大桃美代子 様（タレント）

おばたのお兄さん（お笑いタレント）

星 野 裕 矢 様（シンガーソングライター）

北山たけし 様（演歌歌手）

９ 万歳三唱 魚沼市議会副議長 志 田 貢 様

【第２部】ステージアトラクション

10 魚沼大みこしと魚沼太鼓のコラボパフォーマンス

魚沼響和會・魚沼太鼓

11 県立小出高等学校と魚沼市との連携企画

「魚沼市公式インスタグラムを小出高校写真部がジャックした!?」

県立小出高等学校写真部
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出席者数 450 人（来賓 36 人、招待 233 人、竣工事業者 16 人、一般参加 165 人）

12 20 周年記念ソング披露

「ご飯が炊けたよ ～未来への約束～」 シンガーソングライター 星野裕矢

13 キッズミュージカル

「ももたろうのメドレー」 魚沼産☆夢ひかり

14 魚沼元気合唱 湯之谷中学校文化部

15 閉式の辞 魚沼市教育長 樋 口 健 一

櫻井副市長による開式の辞 式辞を述べる内田市長

竣工事業者への感謝状贈呈 PR アンバサダー委嘱式

PR アンバサダーの皆さん

(左から)大桃美代子さん・内田市長・おばたのお

兄さん・星野裕矢さん

志田副議長による万歳三唱
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（４）成果

本市が市制施行 20 周年を迎えた令和 6(2024)年 11 月 1 日に「魚沼市制施行 20

周年記念式典」を盛大に開催しました。

式典第１部では、内田市長の式辞の後、ご来賓の皆さまからご祝辞を頂戴しま

した。また、市の新たなシンボルであり、まちづくりや防災拠点として建設され

た市役所本庁舎をはじめ、各種社会基盤整備のために推進した大型建設事業を報

告するとともに、ご尽力いただいた事業者に感謝状を贈呈しました。また、本市

の魅力を広く国内外に PR してイメージアップを図るとともに、まちづくりに資す

るために、新たに「魚沼市 PR アンバサダー」を設置することとし、4名の方に委

嘱しました。

魚沼大みこしと魚沼太鼓のコラボ企画 小出高校と市のコラボ企画

星野裕矢さんによる 20 周年記念ソング披露 魚沼産☆夢ひかりによるキッズミュージカル

湯之谷中学校文化部と参列者全員による

「魚沼元気」合唱

樋口教育長による閉式の辞
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第 2部のステージアトラクションでは、市内の神輿と太鼓の愛好団体とおばた

のお兄さんによる勇壮＆楽しい演舞披露、小出高校と市の SNS を活用したコラボ

企画、星野裕矢さん作詞作曲の心温まる 20 周年記念ソング披露、魚沼産☆夢ひか

りによる元気いっぱいのキッズミュージカルでご来場の皆さまに魚沼市の元気を

お届けし、最後は湯之谷中学校文化部を中心とした第 2部出演者全員と会場一体

となった「魚沼元気」合唱で温かい雰囲気に包まれながら締めくくりました。

式典には、市内外から多くのご来賓、関係者及び市民の皆さまからご出席いた

だき、市制施行 20 周年と次の 10 年に向けた新たな門出をお祝いすることができ

ました。



8

（１）概要

市が主催又は共催して様々な記念事業やイベント等を開催することで、市制施

行 20 周年記念を市を挙げて祝い、新たに希望あふれる未来へと向かう契機となる

こと、また 20 歳になった本市の姿や魅力を市内外に発信し、市民、団体、行政が

一体となって事業を進め、郷土愛の醸成を図ることを目的に期間を通じて実施し

ました。

（２）実施主体

市又は市が加盟している実行委員会

（３）記念事業一覧

２ 市制施行 20周年記念事業

入広瀬フェスティバル

開 催 日 令和 6年 6月 1日(土)

来場者数 700 人

入広瀬コミュニティ協議会と北部事務所が連携協

力して進めてきた旧入広瀬小学校の利活用策として、

体育館棟を地域の交流スペースとして無料開放する

こととし、そのオープニングイベントとして開催しま

した。館内に旧入広瀬村の歴史資料が展示されたほ

か、館外ではキッチンカーの出店やステージアトラク

ションが催されました。

うおぬま市民大学

開 催 日 令和 6年 6月 15 日(土)

来場者数 313 人

料理研究家の土井善晴氏を講師にお招きし、「大自

然とお料理」をテーマに講演していただきました。第

2部では土井さんと市内農家の方々との座談会が行わ

れ、農業と市産品の素晴らしさを感じることができま

した。
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総合文化祭

開 催 日 令和 6年 6月 28 日(金)

来場者数 1,332 人

文化協会設立25周年と市制施行20周年を記念して

開催しました。

魚沼の芸術・文化の普及振興を目的として、文化協

会員の創作作品の発表の機会を設け、大勢の方に鑑賞

していただきました。

うおぬま大芸能まつり

開 催 日 令和 6年 7月 14 日(日)

参加人数 504 人

文化協会設立25周年と市制施行20周年を記念して

開催しました。

魚沼の芸術・文化の普及振興を目的として、文化協

会員の舞台芸能の発表の機会を設け、大勢の方に鑑賞

していただきました。

魚沼市泊まって周遊キャンペーン

開 催 日 令和 6年 9月～11月

参加人数 4,662 人

市内宿泊施設への宿泊者に対し、市内の宿泊施設と

物産販売施設で使用できるＷクーポンキャンペーン

を実施しました。お得に魚沼市を満喫していただく中

で、市内での滞在時間を伸ばし、観光消費の拡大を図

ることができました。

小・中学生ものづくり工作展

開 催 日 令和 6年 9月 6～8日

来場者数 326 人

創作する喜び、楽しさを体験し、モノづくりへの関

心と創造力を伸ばすことを目的に、市内小中学生が制

作した作品を一堂に展示しました。今年は、市制施行

20 周年記念ということで 20 周年特別賞を設けるなど

しました。

魚沼市美術展

開 催 日 令和 6年 9月 6～9日

来場者数 708 人

広く市民に創作作品の発表と鑑賞の機会を設け、地域文化の振興を図ることを目的に開催し

ました。絵画、書道及び写真部門で、芸術の秋にふさわしい力作を楽しんでいただきました。
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NHK 番組誘致「民謡魂 ふるさとの唄」

開 催 日 令和 6年 9月 15 日(日)

来場者数 874 人

市制施行 20 周年を記念して市と NHK 新潟放送局で「民謡魂 ふるさとの唄」の公開録画を実

施しました。全国各地に脈々と息づく唄や郷土芸能の数々を掘り起こすことで、ふるさとの“知

られざる魅力”を再発見することができました。

堀之内一周駅伝大会

開 催 日 令和 6年 9月 15 日(日)

参加チーム数 33 チーム

参加人数 231 人

市の秋の風物詩も今大会で 70 回目となる記念大会

となりました。市内外の陸上愛好者だけでなく企業の

愛好チームから参加いただき、楽しみながら秋の魚沼

路でタスキをつなぎました。

月岡公園ユリまつり記念アート

開 催 日 令和 6年 9月下旬

来 訪 者 150 人

月岡公園花ひろばにおいて、秋の開花時期に合わせ

て「秋の月岡公園ユリまつり」を開催しました。今年

は、市制施行 20 周年記念ということで、ユリで花文

字を植えつけしました。

魚沼 BBQ もつ焼き大会

開 催 日 令和 6年 10 月 5 日(土)

参加人数 500 人

本市のソウルードとして広く市民から親しまれて

いる「もつ焼き」。そのルーツは、奥只見ダム建設工事

に関わる労働者のスタミナ補給源であったといわれ

ています。大勢の市民等に参加していただき、元気な

魚沼市を PR するため「魚沼 BBQ もつ焼き大会」を実

施しました。
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フォトロゲイニング大会

開 催 日 令和 6年 10 月 6 日(日)

参加人数 874 人

市内を会場に、指定された地図をもとにグループで

チェックポイントを回り、 見本と同じ写真を撮って

得点を集めるスポーツ「フォトロゲイニング」を開催

しました。参加者には参加賞として市産コシヒカリの

新米おにぎりが振舞われました。

JA 魚沼大農業祭×食まちうおぬま(うおぬまグルメフェス)

開 催 日 令和 6年 10 月 19 日(土)

来場者数 3,200 人

JA 魚沼と連携し、JA の大農業祭と合わせて魚沼の

秋の食を満喫できるイベントを開催しました。

健康増進や食育関連の展示、木工体験や展示販売、

ステージイベント等を実施し、大勢の来場者が秋の一

日を楽しみました。

森林・木工体験イベント

開 催 日 令和 6年 10 月 19 日(土)

参加人数 192 人

JA 魚沼北魚沼地区大農業祭×食まちうおぬまのイ

ベントに来場者向けの森林・木工体験ブースを出展

し、大勢の方に木で物を作る楽しさを体験していただ

きました。

魚沼産コシヒカリ新米をおかわり！まんぷく魚沼定食

開 催 日 令和 6年 10 月～12 月

参 加 数 19 店舗

魚沼産コシヒカリ新米キャンペーンとして、市内飲

食店参加店舗がお勧めする魚沼産コシヒカリの新米

を使った定食などで、ご飯がおかわり自由の食べ放題

を実施し、市内外の多くの方から来訪いただき、新米

コシヒカリを味わっていただくことができました。
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記念式典

開 催 日 令和 6年 11 月 1 日(金)

参加人数 450 人

本市が市制施行 20 周年を迎えた令和 6(2024)年 11

月 1 日に多くのご来賓、関係者及び市民の皆さまから

ご参列いただき、市制施行 20周年と次の 10年に向け

た新たな門出をお祝いすることができました。

20 周年記念メッセージソング制作

魚沼市 PR アンバサダーでシンガーソングライター

の星野裕矢さんが市内の児童から募った言葉を基に

作詞作曲した記念ソング「ご飯が炊けたよ～未来への

約束～」を、記念式典で披露していただきました。未

来への夢にあふれた素敵な歌を作っていただきまし

た。

ロゴオブジェ制作

市制施行 20 周年を契機としたシティプロモーショ

ンや市産材の PR と消費拡大を目的として市産の杉や

ブナを活用したロゴオブジェを制作し、記念式典に合

わせて響きの森文化会館で披露しました。フォトスポ

ットとして市の魅力・認知度アップに貢献しました。

キラッと魚沼 20

開 催 日 令和 6年 11 月 1 日(金)

参加人数 2,172 人

有機米コシヒカリを中心に魚沼産の食材を使用し

た郷土のお祝い料理や行事にちなんだ献立で、市制施

行 20 周年を祝う給食を市内の全小中学校で提供しま

した。

車中泊避難訓練 安全な車中泊避難の方法を学ぼう！

開 催 日 令和 6年 11 月 1～2 日

参加人数 139 人

今年は中越大震災からも 20 年の節目の年でもある

ことから、震災の際に多くの市民が行った車中泊避難

について、専門家から安全な車中泊の方法を学んだほ

か、被災地で復興支援としてマジックを披露している

マジシャンを招いて講演等を行いました。
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魚沼コシヒカリ紅葉マラソン

開 催 日 令和 6年 11 月 10 日(日)

参加人数 1,337 人

ゲストランナーとして「おばたのお兄さん」を招き、

市内外から多くのランナーを迎えて開催しました。市

民による沿道からの声援を受けて交流を深めるとと

もに、風光明媚な秋の魚沼を走る喜びを感じていただ

くことができました。

ろう者理解のための研修会【手話講演会】

開 催 日 令和 6年 11 月 16 日(土)

参加人数 40 人

県内在住のデフバレーボール※日本代表選手を講師

に招いて手話を使った講演会を開催し、ろう者や手話

の理解を深めていただくきっかけ作りができました。

※デフ(聴覚障害者)によるバレーボール

作品展 冬銀河

開 催 日 令和 6年 12 月 12～26 日

障害者週間に様々な障がいを持つ方々の創造力や

感性をもって制作された作品を紹介することで、多く

の市民に障がいに対する理解・関心を深めていただく

機会となりました。

魚沼国際雪合戦

開 催 日 令和 7年 2月 9日(日)

来場者数 2,200 人

雪合戦発祥の地といわれている魚沼で開催される

雪国らしい冬のイベントとして全国から大勢の参加

いただき開催しました。

勝敗だけでなく、コスチュームやパフォーマンスも

行われたり魚沼のグルメも堪能していただけるなど、

冬の魚沼を楽しんでいただきました。
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（４）魚沼市公式キャラクター制作

市制施行 20 周年を記念して、郷土愛の醸成や市内外へのシティプロモーション

に寄与することを目的に、市民の皆様に親しまれる、本市らしいキャラクターを

制作しました。

新たなキャラクターは全国から募集し、市内外から 112 点の応募をいただきま

した。その中から市制施行 20 周年事業検討委員会において 4点に絞り、市民投票

や小中学生によるシール投票を行い、「うおぬまっち」に決定しました。

採用されたキャラクターは、市の公式キャラクターとして市報やＨＰ等で使用

するほか、グッズ・着ぐるみを制作して魚沼市ＰＲの活動に使用していきます。

魚沼方言かるたとり大会

開 催 日 令和 7年 2月 16 日(日)

参加者数 115 人

文化協会設立25周年と市制施行20周年を記念して

開催しました。

かるた取りを通じて郷土愛の醸成と魚沼地域に伝

わる伝統行事及び魚沼方言を伝え残していくことを

目的として開催しました。

地域づくりセミナー

開 催 日 令和 7年 3月 4日(火)

参加者数 96 人

地域で安心して暮らしていくため、「地域づくりで

防災力向上」と題して、長岡技科大から講師をお招き

して講演会等を開催しました。

地域づくりと合わせて防災力の向上を目指すきっ

かけとなりました。

【魚沼市公式キャラクター】

うおぬまっち

プロフィール

お誕生日：11 月 1 日（魚沼市のお誕生日と一緒 !）

性別：女の子

年齢：不詳

チャームポイント：頭につけた稲穂の髪チャーム

つやつやキラキラもっちりなところ

性格：おっとり、おとなしい

好きな食べ物：魚沼市産コシヒカリ 生もつ焼き

魚沼市の食べ物は全部！

モットー : 新米の気持ちを忘れない

夢：日本一の魚沼市産コシヒカリをたくさんの人に食べて

もらうこと

おいしい！たのしい！魚沼市の魅力を広めること
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ＰＲ活動の様子

（５）成果

年間を通じて様々な分野のイベント等に多くの市民等から参加いただいたこと

で、市を挙げて 20 周年を祝うとともに元気な魚沼市を内外にアピールすることが

できました。

また、市の公式キャラクター制作にあたり、市民投票や小中学生によるシール投

票で決定したことで、キャラクターをＰＲするとともに自分たちで選んだという愛

着を持っていただくことができたと感じました。今後様々なイベントや市報、ＨＰ

等で使用するほか、グッズ・着ぐるみを作成して魚沼市ＰＲの活動に使用していき

ます。
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（１）概要

魚沼市が令和6(2024)年11月1日に市制施行20周年を迎え、また、同日に関越自

動車道「小出インターチェンジ」を「魚沼インターチェンジ」に名称変更するこ

とが決定したことから、本市のプロモーション及びインターチェンジの名称変更

の周知を県内のみならず全国に向けて効果的に行い、本市への観光誘客の増加と

産業発展を目指すことを目的として行いました。

（２）事業者 (株)読売ｐａｌｌｅｔ

（３）取組内容

３ シティプロモーション事業

●平面制作

新聞広告 令和6年10月31日(木)
読売新聞全国版に「メインディッシュになる

お米」と題した 1面広告を掲載

フリーペーパー

道の駅

【関東版秋号】

9月 1日発行

【北陸版】

10 月１日発行

フリーペーパー道の駅関東版・北陸版(発行部

数 13 万部)に「え！？通り過ぎちゃっていい

ですか！」と題した 1面広告(裏表紙)を掲載

高速道路ポスタ

ー

令和 6 年 10 月 14～27

日

高速道路 SA/PA(三芳 PA、上里 SA、高坂 SA、赤

城高原 SA、米山 SA、黒埼 PA、越後川口 SA)に

「え！？通り過ぎちゃっていいですか！」と

題したポスターを掲示

●広報プロモーション

テレビＰＲ 令和 6年 10月 5日（土）

めざましどようび「めざど食堂」で市産コシヒ

カリと市プレミアム認定品の納豆をアナウン

サーがスタジオで試食しＰＲした。

プレスツアー
令和 6 年 10 月 30～31

日

雑誌等の記者向けのツアーを行い、雑誌等に

市の観光や特産品を記事に取り上げてもらい

ＰＲした。

【参加媒体】7社

【掲出】旅の手帖 2月号・食楽 Web ほか 4社

ＳＮＳ広報
【秋】11 月 23 日～

【冬】2月 7日～

秋・冬それぞれ 2 名のインスタグラマーに依

頼し、市内で撮影した写真をインスタに投稿

していただくことで市のフォトスポットの情

報拡散、ＰＲ等を行った。

【秋】鏡が池、只見線を中心に撮影

【冬】目黒邸、只見線を中心に撮影
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（４）成果

本市への観光客増や産業振興のために来訪者を増やすことを目的とし、主に市

外向けにＰＲ活動を行いました。

新聞全国紙への広告掲載や物産販売・体験イベント等の実施のほか、ＷＥＢ・

ＳＮＳを活用したデジタル上に残るプロモーションを行うことで、スマートフォ

ン等でいつでもどこでも「魚沼市」が検索される情報財産となり、長期的なＰＲ

に資することができました。

●Wed 広告

Web 広告①

(観光)

令和 6年 10 月 18 日

～11 月 18 日

GPS を利用し、市内の観光スポット来訪者を計

測し、新潟県を出た１週間後にバナー広告を

配信し再来を促す LP(ランディングページ)へ

誘導する PR を行った。

Web 広告②

(コシヒカリ購

入、ふるさと納

税)

令和 6年 10 月 10 日

～令和 7年 1月 15 日

「メインディッシュになるお米」バナー広告

を作成し、バナー広告からコシヒカリ PR の LP

へ誘導する PRを行った。

プロモーショナ

ルリサーチ
令和 6年 10月

市への関心度把握のほか、市 PR 動画(禁モツ

など)を視聴してもらい、IC名称変変更や市の

認知拡大を図ることを目的としてプロモーシ

ョンとリサーチを兼ねたアンケート調査を実

施した。

対象者 6,001 人

●イベント

UONUMARCHE

(うおぬマルシェ) 令和6年10月12日(土)

令和6年10月27日(日)

令和 6年 12 月 6日(金)

物産品の販売や体験コンテンツによりIC名称

変更 PR や観光 PR を行った。

関越道(上里 SA） 来場者数 600 人

KITTE 丸の内 来場者数 1,500 人

読売新聞・東京本社 来場者数 200 人
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（１）概要

これまで本市の主要な交通機関には市の名称を示す施設がありませんでした。

そこで、市民や観光客の主な移動手段が自家用車である本市にとって、年間 60

万台以上の車両が利用する関越自動車道は重要かつ主要な交通機関であり、イン

ターチェンジの名称に「魚沼」を用いることで本市の所在地をアピールし、経済

活動の活性化や地域振興を図ること、更なる市民の一体感と郷土愛の醸成にもつ

なげることを目的としてインターチェンジの名称変更について取り組みました。

（２）変更日

令和 6年 11 月 1 日

（３）主な取組経過

４ インターチェンジ名称変更事業

令和 5年 5 月 魚沼市インターチェンジ名称検討協議会設立

7月 名称検討協議会において、名称変更インターチェンジ及び名

称原案が決定される。

・変更ＩＣ：小出インターチェンジ

・名称原案：魚沼インターチェンジ

11 月 道路標識適正化委員会新潟県部会において「魚沼インターチ

ェンジ」を名称原案とすることが承認される。

12 月 (独)日本高速道路・債務返済機構において「小出インターチ

ェンジ」から「魚沼インターチェンジ」への名称変更が決定さ

れる。

令和 6年 8 月 名称検討協議会において、名称変更日を「令和 6 年 11 月 1

日」とすることが決定される。

11 月 1 日 魚沼インターチェンジ誕生記念セレモニー

会場：魚沼ＩＣ前駐車場
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（１）概要

市制施行 20 周年を市内外へ広くＰＲすることを目的として、懸垂幕、のぼり

旗、記念グッズ（ボールペン、うちわ、ポケットティッシュ等）を作成し、市内

外で開催される事業やイベント等で設置や配布するなどして、市民や観光客等

に広くＰＲしました。

（２）広報・ＰＲ用品等

５ 広報・PRの取組

№ 品名 作成数 主な使用（配布）先

1 懸垂幕 1枚 本庁舎

2 のぼり旗 50 本 公共施設、記念市民イベント事業

3 ミニのぼり旗 30 本 各庁舎

4 ボールペン 4,500 本 記念市民イベント事業

5 ミニうちわ 1,500 本 記念市民イベント事業

6 ポケットティッシュ 5,000 個 各庁舎、記念市民イベント事業

7 公式キャラクター 大判パネル 1枚 本庁舎

8 公式キャラクター 着ぐるみ 1体

9 公式キャラクター 階段アート 1組 本庁舎



20

（１）概要

市制施行 20 周年の機運醸成を図ることと合わせて、多くの方から参加いただ

くことによる団体の活動強化に資することを目的として、各種団体が実施するイ

ベント等において、のぼり旗の掲出や記念品の配布をしていただきました。

（２）実施主体

市民団体等

（３）記念市民イベント一覧表

№ イベント名 実施団体 開催日 会場
参加
人数

1 入広瀬フェスティバル 入広瀬コミュニティ協議会 6月1日
旧入広瀬小体育
館ほか

700 

2
「魚沼から船で行く尾瀬ルー
ト」開通式

尾瀬ルート活性化委員会 6月1日
奥只見湖遊覧船
乗り場

100 

3
只見線応援コンサート IN 目
黒邸

だんだんど～も只見線沿線元
気会議

6月29日 目黒邸 118 

4
魚沼天下の奇祭「しねり弁天
たたき地蔵まつり」with 魚
沼市制20周年

しねり弁天たたき地蔵まつり
実行委員会

6月29日 本町・陣屋通り 8,000 

5 わかあゆ社まつり
(福)魚沼更生福祉会 わかあ
ゆ社

7月13日 わかあゆ社 483 

6
魚沼に沼れ！ 魚沼攻略スタ
ンプラリー

旅する魚沼スタンプラリー　
実行委員会

7/20
　～11/30

市内物産館等 2,000 

7
うおぬまマイオータムコン
サート2024

うおぬまマイオータムコン
サート実行委員会

8月4日 小出郷文化会館 214 

8
魚沼市制施行20周年記念ラジ
オ体操会

宇賀地コミュニティ協議会 8月11日
宇賀地小グラウ
ンド

97 

9 市制20周年特別開催 皇大市 皇大市の会 9月1日 皇大神宮参道 200 

10 またたびの家感謝祭
(福)魚沼更生福祉会 またた
びの家

9月7日 またたびの家 367 

11 うおぬま手もんづら市
うおぬま手もんづら市実行委
員会

9月8日 響きの森公園 4,600 

12 滝雲シャトル (一社)魚沼市観光協会 9月14日 宇津野地内 1,636 

13 大湯温泉ナイアガラ花火 大湯温泉旅館組合 9月21日
大湯温泉合わせ
湯橋

700 

14 なないろ感謝祭
(福)魚沼地域福祉会 なない
ろ

9月21日 なないろ 200 

６ 市制施行 20 周年記念市民イベント
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（４）成果

例年市内各地で実施しているイベントにおいて、会場にのぼり旗を設置したり、

20 周年記念品を配布したことにより、20 周年を市内外へ広く周知することができ

ました。

また、各イベントで多数の参加者があり、相互の交流を図ることができました。

№ イベント名 実施団体 開催日 会場
参加
人数

15 六花園祭 (福)魚沼更生福祉会 六花園 9月28日 堀之内公民館 400 

16 2024ボッチャクラブ魚沼CUP ボッチャクラブ魚沼 9月29日 堀之内体育館 121 

17 収穫まつり 羽川コミュニティ協議会 10月6日
中子沢セイフ
ティ公園

197 

18
市制施行20周年記念オリジナ
ルフレーム切手作成

日本郵便(株) 10月9日 　

19
魚沼市社会福祉協議会設立20
周年記念　ふれあい福祉フェ
スティバル

(福)魚沼市社会福祉協議会 10月12日
小出ボランティ
アセンター

484 

20 広神ふれあいまつり
広神ふれあいまつり実行委員
会

10月13日
市役所旧広神庁
舎

1,800 

21
市制施行20周年記念スポーツ
フェスティバル(魚沼市硬式
テニス交流会)

魚沼市テニス協会 10月20日
月岡テニスコー
ト

50 

22 UONUMA WASSHOI (同)ブルーシュガー 11月9日
BLUE SUGAR GYM
魚沼店

500 

23
子ども向けプログラミング教
室

湯之谷商工会青年部 11月16日
地域振興セン
ター

20 

24 ホリコミ豆まき大会 堀之内コミュニティ協議会 2月2日 堀之内公民館 76 

25 らんたんナイト みどりコミュニティ 3月1日
広神東小グラウ
ンド

80 

26 薬師スキーカーニバル NPO法人 四季の郷やくし 3月1日 薬師スキー場 700 

27 2025 須原スノーカーニバル 守門地区観光振興会 3月8日
須原スキー場ほ
か

1,680 

28 春まち雪まつり 入広瀬コミュニティ協議会 3月15日
旧入広瀬小グラ
ウンドほか

100 
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本市は、平成 16(2004)年 11 月 1 日の合併直前に襲った中越大震災など、幾多の困

難を乗り越えて今日まで 20 年の歩みを進め、令和 6(2024)年 11 月 1 日に市制施行 20

周年を迎えることができました。この記念すべき節目の年を市民全体で祝うことを主

な目的として、市主催の事業や市民の皆さん、市民団体等が実施する事業など、あわ

せて 54 もの事業が 20 周年記念事業として実施され、多数の事業やイベントを通じ

て、先人たちの功績に感謝しながら、本市の“20 歳”を市民全体で祝うことができま

した。

また、本年度市は市制施行 20 周年記念事業として、記念式典、記念事業、市民イ

ベントなど、市を挙げて様々な事業やイベントに取り組んだほか、特に市外の方に本

市の魅力を発信するため、大規模なシティプロモーションを展開し、新聞全国紙への

広告掲載を始め、ＷＥＢ・ＳＮＳ等を活用したＰＲにも取り組みました。

これらの取組が次の 30 周年に向けての新たな一歩となり、今後は市民だけでなく、

来訪者や魚沼市ファン等とのつながりを大事にしながら、市に暮らす人々の笑顔があ

ふれるような地域社会を築くことで「住みやすいまち日本一」を目指して挑戦し続け

ていきます。

まとめ



令和 7年 3月

魚沼市 総務政策部 企画政策課


